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⑤ 荷役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「荷役」とは、物流過程における物資の積卸し、運搬、積付け、取出し、仕分け、荷揃えなどの作業及び 

これに付随する作業のことを指します。 

荷役は、次の工程や作業へのつなぎ目の役割を持ち、輸送や保管の効率的な運営を図るための補助機能です。 

しかし、人手が必要となるので大きな人件費がかかります。 

いかに人による部分を機械に変えていくか、いかに作業を効率化させるかが荷役のポイントです。 
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荷役には６種類の作業がありますが、すべて物流センターでの基本作業そのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは省人化するための機器の一覧です。フォークリフトなど普段目にすることが多い物からコンパクト型 

自動倉庫、ピッキングカートなど、なかなか目にすることがない物までが挙げられています。 
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この 2 つは省力機器の一部です。 

小型搬送機であるハンドパレットトラックと自動搬送システムの固定設備である垂直搬送機です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目に見える設備だけでなく、バーコードシステムや無線 LAN など目に見えないシステムも荷役の機械設備に 

含まれます。よく目にするパレットやラッシングベルトも省力機器の一部です。 

これらをうまく使って、作業の効率化、省人化を図っていくことが大切です。 
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人と機械の組み合わせにより、作業の様々な面に影響が出ます。 

機械化による主な 6 つの影響を以下にグラフで示しています。 

・機械を入れると人間のように臨機応変に対応することが難しくなり、運用の柔軟性は下がります。 

・作業スピードは機械で作業する方が上がりますが、これは人間が機械を使いこなす前提の話です。 

人間が機械を使いこなせなければ、作業スピードは上がりづらくなります。 
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・人間の作業よりもミスが少なくなるので物流品質は上がります。 

 

・機械は高価なものが多く、設備を整えていくほど減価償却は上がります。 

 

・波動の対応性とは、何かイレギュラーなことが起こった時への対応を指します。 

機械を使うことで効率化・作業スピードが上がると、どんな波にも対応できるようになります 

 

・また、機械が導入され、人が少なくなれば、当然その分人件費は下がります。 

機械を導入するのであれば、その分の人を削減しなければならなくなります。 
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今回は、物流センターの作業システムについて学んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流センターでは、図のような流れで作業が進んでいきます。 

 

【入荷エリア】    様々な仕入れ先から入ってくるものを入荷検品します。 

事前案内に基づき、正しく、何個何が入ってくるかを確認します。 

 

【保管エリア】    保管エリアを決め入庫し、保管棚で保管します。 

保管中にお客様からの要請に基づいて出庫します。 

その際、出庫検品で個数などが合っているかチェックします。 

 

【仕分・出荷エリア】 その後、仕分けを行い、方面別なども含め、出荷検品を行います。 

 

最後にトラック便など様々な輸送機関に載せて出荷し、物流センターにおける作業は終了します。 
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作業システムの検討には、一連の流れに沿ってそれぞれのシステムを検討していくことも 1 つの方法です。 

入荷の際に気を付けることは「荷姿」です。荷姿がバラなのか、パレットなのか、アイテム数が多く、バラが 

多い時にはどう対応するかも検討の要素です。 

荷受け後に、どの様な動線で保管場所まで持っていくか、入庫場所で滞留しないよう入荷時間をずらすなども 

考慮します。 

 

 

保管に関しては、保管量や保管数、入庫、出庫の頻度や荷姿が検討の要素になります。 

 

 

 

 

 

 

 



ロジスティクス基礎講習⑤ 物流の五大機能【荷役】 

©2022 セイノーホールディングス株式会社 

8 

 

ピッキング・出庫の際は、一日当たりのオーダー数、アイテム数、ボリュームを考慮します。 

どの方式が最適化を考え検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕分けの部分では、仕分け量や時間を検討します。 

人力で行うのであれば、疲れや休憩時間も考慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出荷については、荷姿、待機量、方面によって便の調整があるため、検討要素に加えます。 

作業システム上の問題にはコンベアやパレットで出荷するなど、省力機器を使って対応することもあります。 
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先ほどの事項をすべてお客様自身で考え、実行することは困難です。 

そこで私たちがロジスティクスを提案します。 

良い提案とは、お客様の物流業務のコスト削減につながるものです。 

誠実に、しっかり、お客様の期待に応えられる説明をすることが大事です。 

そのための第一歩が「検討すること」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に紹介する写真は作業の一例です。 

あくまでもイメージなので、機会があれば、近くの物流センターを見てみるのが良いでしょう。 
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